
第３回 しらやま家庭・地域・学校協議会
１６日（土）の学校公開に合わせて、今年度最後のしら

やま家庭・地域・学校協議会が開かれました。

最初に、２学期末からこれまでの教育活動と、学校評

価の結果やその分析・改善策について学校側の説明をし

ました。その後、委員の皆様から本校の取組や学校評価

についていろいろとご意見をいただきました。新しく１

年生になる子たちを招待して交流を持つことがスムーズ

な入学につながっていること、地域の宝を十分に活用し

ながら子どもたちに地域に誇りや愛着を持てるようにしていってほしいこと、少人数教

育のよさをしっかりと生かしながら子どもたちの満足度や成果が高まるように指導して

ほしいこと、ネット環境の変化に対応できるように大人が知識を持っていかなければな

らないことなどが話題になりました。

この会でいただいたご意見を参考にして、今後の対応を検討していきたいと思います。

《めざす児童像『主体的に学ぶ子 共生の心を持つ子 健康な子 郷土に親しむ子』》
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４年生の音読発表会
２２日（金）、４年生が「初雪のふる日」の音読発表を

しました。一人ずつリレー読みをしていくのですが、単に

声に出して物語を読むのではなく、自分が読み取った内容

や印象を他の学年の子たちに伝えようという工夫がありま

した。きっと国語の授業で、場面の様子や人物の心情など

がしっかりと読み取れたのでしょう。「登場人物になりき

っていた。」「声の抑揚や強弱に気を付けて読めていた。」

「情景が想像しやすかった。」「練習をたくさんしてきたこ

とがわかった。」などの感想が聞かれました。

３年生の社会科で「昔の道具」について
学習する単元があります。生田さんのお宅
にもいろいろと昔の道具があり、その紹介
やどのように使われていたかについて教え
ていただきました。
子どもたちは興味津
々。生田さんから珍
しいお話をうかが
い、とても勉強にな
ったようです。

体育の時間を中心に取り組んできた器械
運動の技の発表会が２日間に分けてありま
した。８日（金）は跳び箱とマット、１２
日（火）には鉄棒の種目で、希望者によっ
て行われました。高学年だけではなく低学
年の子たちも披露し
てくれましたが、ど
の子の技もすばらし
く、終わった後には
見学者から大きな拍
手が送られました。


